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義
疏
學
の
轉
換
―
―
『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
今
所
不
取
」
の
考
察

王
孫

涵
之

は
じ
め
に

『
五
經
正
義
』
は
、
唐
の
太
宗
の
詔
を
奉
じ
た
孔
穎
達
を
は
じ
め
と
す
る
諸
儒
が
、
貞
觀
十
二
年
（
六
三
八
）
か
ら
永
徽
四
年
（
六
五
四
）

に
か
け
て
、「
義
疏
」
と
い
う
形
式
で
撰
定
し
た
五
經
の
解
釋
書
で
あ
る

。
六
朝
時
代
以
來
の
さ
ま
ざ
ま
な
經
學
義
疏
の
流
れ
を
汲
ん
だ

（1）

集
大
成
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
た
な
義
疏
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
確
立
し
、
後
世
に
多
大
な
影
響
を
與
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、『
五
經
正
義
』
の
多
く
の
箇
所
は
前
人
の
舊
疏
の
踏
襲
な
の
か
、
そ
れ
と
も
唐
人
の
新
説
な
の
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。

加
え
て
、
唐
以
前
の
義
疏
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
五
經
正
義
』
が
何
を
基
準
と
し
て
各
家
の
義
疏
を
選
別

し
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
義
疏
學
史
に
お
け
る
『
五
經
正
義
』
の
意
義
を
論
じ
る
の
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
關
連
し
て
、
か
つ
て
喬
秀
岩
氏
は
皇
侃
な
ど
の
六
朝
義
疏
と
劉
炫
・
劉
焯
（
二
劉
）
の
義
疏
と
の
比
較
を
通
し
、『
五
經
正

義
』
が
二
劉
の
合
理
主
義
の
傾
向
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

。
ま
た
、
野
間
文
史
氏
は
語
彙
・
語
法
の
表
現
を
ま
と
め
る

（2）

こ
と
に
よ
っ
て
、
具
體
的
な
用
例
を
検
討
し
な
が
ら
『
五
經
正
義
』
の
性
格
を
明
示
し
た

。
（3）
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小
論
は
兩
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
の
考
察
を
通
じ
て
、
そ
の
背
後
に
潛
む

唐
代
義
疏
學
の
新
た
な
轉
換
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、『
五
經
正
義
』
中
に
見
え
る
「
今
所
不
取
」
の
用
例
を
ま
と
め
、
現

存
の
六
朝
義
疏
と
比
較
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
用
法
と
意
味
の
獨
自
性
を
論
じ
る
。
第
二
章
で
は
、『
五
經
正
義
』
の
編
纂
方
針
と

さ
れ
る
「
疏
不
破
注
（
疏
注
を
破
ら
ず
）」
に
つ
い
て
檢
討
し
、「
今
所
不
取
」
の
用
例
と
の
關
係
を
論
じ
る
。
第
三
章
で
は
、「
今
所
不
取
」

と
い
う
表
現
を
唐
代
經
學
史
全
體
か
ら
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
讀
み
取
れ
る
新
た
な
義
疏
學
の
轉
換
を
論
じ
る
。
第
四
章
で
は
、『
孝
經
正
義
』

と
『
論
語
正
義
』
に
お
け
る
「
今
所
不
取
」
の
考
察
を
通
し
て
、『
五
經
正
義
』
が
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
論
じ
る
。

一
、『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
今
所
不
取
」
の
考
察

「
今
所
不
取
（
今
取
ら
ざ
る
所
）」
と
は
、
直
譯
す
れ
ば
、「
今
こ
こ
で
そ
の
説
を
採
用
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
類
似
す
る
表

現
に
は
、「
今
不
取
（
今
取
ら
ず
）」
や
「
今
所
不
用
（
今
用
い
ざ
る
所
）」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
が
、『
十
三
經
注
疏
』
の
中
で

用
い
ら
れ
る
の
は
、
孔
穎
達
『
五
經
正
義
』
の
『
周
易
』『
春
秋
』『
禮
記
』
三
正
義
の
他
に
は
、
邢
昺
『
論
語
』『
孝
經
』
二
正
義
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
朝
廷
の
勅
旨
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
國
定
の
義
疏
で
あ
る
。
そ
の
出
現
數
を
列
擧
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る

。
（4）
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『
論
語
』『
孝
經
』
二
正
義
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
先
ず
『
五
經
正
義
』
の
用
例
を
見
て
い
こ
う
。「
今
所
不
取
」
の
用
法
を

考
察
す
る
と
、「（
あ
る
説
の
内
容
）
＋
（
不
採
用
の
理
由
）
＋
今
所
不
取
」
と
い
う
構
成
を
取
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
不

採
用
の
理
由
に
よ
っ
て
、「
今
所
不
取
」
は
以
下
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
は
、『
五
經
正
義
』
が
選
定
し
た
注
の
説
と
異
な
る
説
を
不
採
用
と
す
る
。「
今
所
不
取
」
の
用
例
の
中
で
一
番
多
く
み
ら
れ
る

の
は
、
こ
の
理
由
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
禮
記
』
文
王
世
子
の
鄭
注
「
三
老
・
五
更
各
一
人
」
に
對
す
る
正
義
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
１
）「
三
老
・
五
更
各
一
人
」、
蔡
邕
以
爲
、
更
字
爲
叟
。
叟
、
老
稱
。
又
以
三
老
爲
三
人
、
五
更
爲
五
人
。
非
鄭
義
也
。
今
所
不

取
。（『
禮
記
注
疏
』

-

ｂ
）

20
20

「
三
老
・
五
更
各
お
の
一
人
」
と
、
蔡
邕
以
爲
く
、
更
の
字
は
叟
爲
り
、
叟
、
老
の
稱
。
又
た
三
老
を
以
て
三
人
と
爲
し
、
五
更
を
も

っ
て
五
人
と
爲
す
。
鄭
義
に
非
ざ
る
な
り
。
今
取
ら
ざ
る
所
。

鄭
注
「
三
老
・
五
更
各
お
の
一
人
」
に
對
し
、
蔡
邕
説
は
三
老
は
三
人
、
五
更
は
五
人
で
あ
る
。
正
義
は
、
選
定
さ
れ
た
鄭
注
と
異
な
る
と

い
う
こ
と
を
理
由
に
、
蔡
邕
説
を
不
採
用
と
し
た
。
こ
れ
は
、
一
經
に
於
い
て
、
す
で
に
選
定
さ
れ
た
注
の
解
釋
體
系
に
從
い
、
正
否
を
問

わ
ず
他
説
を
排
除
す
る
と
い
う
、
所
謂
「
疏
不
破
注
（
疏
は
注
を
破
ら
ず
）」
の
基
準
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の

は
、
喬
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
基
準
は
『
五
經
正
義
』
を
編
修
す
る
際
、
舊
説
を
取
捨
選
擇
す
る
こ
と
を
目
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的
と
し
て
孔
穎
達
ら
が
初
め
て
打
ち
立
て
た
と
い
う
點
で
あ
る

。
（5）

第
二
に
、
文
獻
な
ど
の
根
據
が
な
く
、
經
注
の
解
釋
と
直
接
的
な
關
係
が
な
い
説
を
不
採
用
と
す
る
。
例
え
ば
、『
周
易
正
義
』
冒
頭
の

「
論
三
代
易
名
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

（
２
）
鄭
玄
「
易
贊
」
及
「
易
論
」
云
、「
夏
曰
連
山
、
殷
曰
歸
藏
、
周
曰
周
易
。」
鄭
玄
又
釋
云
：「
連
山
者
、
象
山
之
出
雲
、
連
連

不
絶
。
歸
藏
者
、
萬
物
莫
不
歸
藏
於
其
中
。
周
易
者
、
言
易
道
周
普
、
无
所
不
備
。」
鄭
玄
雖
有
此
釋
、
更
无
所
據
之
文
、
先
儒
因
此

遂
爲
文
質
之
義
、
皆
煩
而
无
用
、
今
所
不
取
。（『
周
易
注
疏
』
易
序-

ｂ
・

ａ
）

8

9

鄭
玄
「
易
贊
」
及
び
「
易
論
」
に
云
う
、「
夏

連
山
と
曰
い
、
殷

歸
藏
と
曰
い
、
周

周
易
と
曰
う
。」
と
。
鄭
玄
又
た
釋
し
て
云
う
、

「
連
山
は
、
山
の
出
づ
る
雲
、
連
連
と
し
て
絶
え
ざ
る
に
象
る
。
歸
藏
は
、
萬
物
其
の
中
に
歸
藏
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。
周
易
は
、
易
道

周
普
た
り
、
備
え
ざ
る
所
无
き
を
言
う
。」
と
。
鄭
玄
此
の
釋
有
り
と
雖
も
、
更
に
據
る
所
の
文
无
し
、
先
儒
此
に
因
り
て
遂
に
文
質

の
義
を
爲
し
、
皆
煩
に
し
て
用
无
し
、
今
取
ら
ざ
る
所
。

三
代
の
易
の
名
前
に
つ
い
て
、
鄭
玄
の
解
釋
は
文
獻
的
根
據
の
な
い
空
論
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
先
儒
の
文
質
交
代
論
は
更
に
繁
雜

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
正
義
は
鄭
玄
と
先
儒
の
説
を
す
べ
て
不
採
用
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
文
獻
實
證
を
重
視
し
、
經
注
の
外
に
無
關
係

な
議
論
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
取
捨
基
準
が
、
孔
穎
達
ら
が
劉
炫
・
劉
焯
の
合
理
主
義
を
繼
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
喬
氏
の

研
究
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
（6）
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そ
の
他
、
不
採
用
と
す
る
際
、
同
時
に
二
つ
の
理
由
を
擧
げ
る
例
も
存
在
す
る
。『
禮
記
正
義
』
で
は
、
皇
侃
説
に
對
し
て
「
經
に
背
き

て
注
に
違
い
、
曲
げ
て
雜
説
を
爲
し
、
數
に
言
及
し
、
義
理
に
關
わ
ら
ず
、
又
た
明
文
無
し
」
と
批
評
し
、
經
注
と
異
な
っ
て
お
り
且
つ
文

獻
根
據
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
今
並
び
に
略
し
て
用
い
ず
」
と
不
採
用
に
し
た

。
た
だ
し
、『
春
秋
正
義
』
に
は
、「
今
所
不
用
」

（7）

と
判
斷
し
、
後
ろ
に
論
證
を
加
え
た
異
例
が
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
述
す
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
今
取
ら
ざ
る
所
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
判
断
は
、『
五
經
正
義
』
の
取
捨
基
準
と
一
致
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
周
知
の
通
り
、『
五
經
正
義
』
と
は
六
朝
以
來
の
多
く
の
舊
疏
を
選
擇
し
、
そ
れ
を
基
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
が
、
踏
襲
し
た
舊
疏
の
文
字
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
唐
代
孔
穎
達
な
ど
の
編
纂
者
の
言
葉
で
あ
る

か
と
い
う
點
に
つ
い
て
は
、
更
に
檢
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

先
ず
注
目
す
べ
き
は
、『
尚
書
』『
毛
詩
』
二
正
義
に
は
用
例
が
見
出
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
尚
書
』『
毛
詩
』『
春
秋
』
三
正
義
は
劉

炫
・
劉
焯
の
疏
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
な
の
で

、『
春
秋
正
義
』
の
特
例
を
除
け
ば
、「
今
所
不
取
」
が
二
劉
の
語
で
あ
る
可
能
性

（8）

は
低
い
。
次
に
、
現
存
す
る
唐
以
前
の
經
學
に
關
す
る
義
疏
を
見
る
と
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』・『
禮
記
子
本
疏
義
』・『
講
周
易
論
家
義
記
』

・『
孝
經
鄭
注
義
疏
』・
劉
炫
『
孝
經
述
議
』
の
中
に
「
今
所
不
取
」
に
類
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、『
五
經
正
義
』
に
は
「
今
讚
」

「
今
刪
定
知
不
然
者
」「
今
知
不
然
」
な
ど
、「
今
」
に
始
ま
る
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
野
間
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

引
用
し
た
舊
疏
の
説
に
對
し
て
、
編
纂
者
自
分
の
意
見
を
述
べ
始
め
る
時
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る

。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
今
」
と
い

（9）

う
の
は
恐
ら
く
唐
人
が
『
五
經
正
義
』
を
編
纂
す
る
時
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
「
今
所
不
取
」
と
は
孔
穎
達
ら
が
舊
疏
の
説
に
對
し
て
下

し
た
判
斷
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
に
擧
げ
る
『
禮
記
』
喪
服
小
記
「
而
父
税
喪
、
己
則
否
」
に
對
す
る
『
禮
記
子
本
疏
義
』
と
『
禮
記
正
義
』
の
比
較
は
、
こ
の
推
測
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を
裏
付
け
る
。

（
３
）
若
此
諸
親
死
、
…
…
、
故
有
弟
也
。
王
云
、
…
…
。
又
謂
、
…
…
。
劉
智
・
蔡
謨
皆
同
王
義
、
…
…
。
庾
云
、
…
…
。
灼
謂
、

王
計
己
之
生
、
乃
爲
一
退
、
可
解
。
但
謂
昆
弟
爲
諸
父
之
昆
弟
、
如
爲
煩
重
。
劉
除
字
、
是
不
附
於
文
、
則
爲
未
善
。
庾
意
所
言
弟
是

寄
、
明
本
兄
不
能
税
己
、
不
妨
鄭
旨
、
則
爲
可
思
。（『
禮
記
子
本
疏
義
』）

若
此
諸
親
死
、
…
…
、
故
有
弟
也
。
王
云
、
…
…
。
又
謂
、
…
…
。
劉
知
・
蔡
謨
等
解
生
義
與
王
同
、
…
…
。
庾
氏
以
爲
…
…
。
此
等

並
非
鄭
義
、
今
所
不
取
。（『
禮
記
注
疏
』

-

ａ
）

32
16

（10）

『
禮
記
子
本
疏
義
』
文
末
の
鄭
灼
の
案
語
（「
灼
謂
」
云
々
）
と
正
義
「
此
れ
ら
並
び
に
鄭
義
に
非
ず
」
云
々
を
除
い
て
、
兩
疏
の
構
造
と

内
容
は
概
ね
一
致
す
る
。『
禮
記
子
本
疏
義
』
と
『
禮
記
正
義
』
は
ど
ち
ら
も
皇
侃
の
『
禮
記
』
疏
を
基
に
編
纂
さ
れ
た
た
め
、
兩
疏
が
重

な
る
内
容
は
皇
侃
疏
を
踏
襲
し
た
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、『
禮
記
正
義
』
の
言
う
「
今
取
ら
ざ
る
所
」
と
は
、
皇
侃
疏
が
引

用
し
た
王
肅
・
劉
智
・
蔡
謨
・
庾
蔚
之
な
ど
の
舊
説
へ
の
判
斷
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
今
所
不
取
」
は
、『
五
經
正
義
』
を
編
纂
す
る

唐
人
の
言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
は
、
前
代
の
義
疏
の
傳
承
で
は
な
く
、
孔
穎
達
な
ど
の
『
五
經
正
義
』
の
編
纂
者
が
初

め
て
用
い
た
用
語
で
あ
り
、『
五
經
正
義
』
の
取
捨
基
準
を
體
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
、「
今
所
不
取
」
と
「
疏
不
破
注
」

「
今
所
不
取
」
は
前
代
の
義
疏
に
見
え
ず
、『
五
經
正
義
』
に
お
い
て
初
め
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
取
捨
基
準
を
體
現
す
る
表
現
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
第
一
章
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
正
義
に
お
け
る
文
獻
に
根
據
を
置
く
合
理
主
義
の
基
準
が
、
劉
炫
・

劉
焯
か
ら
の
繼
承
で
あ
る
よ
う
に
、「
今
所
不
取
」
も
何
ら
か
の
も
の
を
前
段
階
と
し
て
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。

で
は
、「
今
所
不
取
」
は
何
に
由
來
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
前
章
で
「
今
取
ら
ざ
る
所
」
と
関

係
が
深
い
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
取
捨
基
準
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
と
思
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
編
纂
の
取
捨
基
準
と

し
て
の
「
疏
不
破
注
」
は
孔
穎
達
ら
に
よ
っ
て
初
め
て
立
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
喬
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
義
疏
學
に
お
け
る
、

一
家
の
解
釋
體
系
に
從
い
正
否
を
問
わ
ず
他
説
を
排
除
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
恐
ら
く
唐
以
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

北
齊
・
隋
の
閒
の
王
劭
「
史
論
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

（
４
）
魏
晉
浮
華
、
古
道
夷
替
、
洎
王
肅
・
杜
預
、
更
開
門
戸
。
歷
載
三
百
、
士
大
夫
恥
爲
章
句
。
唯
草
野
生
以
專
經
自
許
、
不
能
究

覽
異
義
、
擇
從
其
善
。
徒
欲
父
康
成
、
兄
子
愼
、
寧
道
孔
聖
誤
、
諱
聞
鄭
・
服
非
。
然
於
鄭
・
服
甚
憒
憒
、
鄭
・
服
之
外
皆
讎
也
。

魏
晉
は
浮
華
に
し
て
、
古
道
は
夷
替
し
、
王
肅
・
杜
預
に
洎
ん
で
、
更
に
門
戸
を
開
く
。
載
を
歷
る
こ
と
三
百
、
士
大
夫

章
句
を
爲

お
よ

お
さ

む
る
を
恥
と
す
。
唯
だ
草
野
生
は
專
經
を
以
て
自
ら
許
し
、
異
義
を
究
覽
し
、
其
の
善
に
擇
從
す
る
能
わ
ず
。
徒
ら
に
康
成
を
父
と
し
、

子
愼
を
兄
と
せ
ん
と
欲
し
、
寧
ろ
孔
聖
の
誤
り
を
道
う
も
、
鄭
・
服
の
非
を
聞
く
こ
と
を
諱
む
。
然
ら
ば
鄭
・
服
に
於
い
て
甚
だ
憒
憒
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た
り
、
鄭
・
服
の
外
は
皆
な
讎
な
り
。
（11）

王
劭
に
責
め
ら
れ
た
「
章
句
の
學
」
を
治
め
る
田
舍
學
者
は
、
經
學
を
專
門
と
し
て
、
鄭
玄
や
服
虔
の
門
戸
に
固
執
す
る
一
方
、
他
の
説
に

對
し
て
は
全
く
耳
を
貸
す
こ
と
な
く
敵
視
し
て
い
た
。
こ
の
學
問
の
傾
向
は
、
唐
人
の
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
取
捨
基
準
に
幾
分
似
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
彼
ら
が
作
っ
た
義
疏
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
に
鄭
玄
や
服
虔
を
墨
守
し
、
異
説
を
排

除
し
た
の
か
、
そ
の
樣
相
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
唐
の
徐
彦
撰
と
言
わ
れ
る
が
實
際
は
北
朝
魏
・
齊
閒
の
學
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
公
羊
疏
』
に
あ
る
表
現

で
あ
る

。
定
公
十
四
年
經
「
城
莒
父
及
霄
」
の
何
注
「
當
坐
淫
、
故
貶
之
」
に
つ
い
て
、
疏
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

（12）
（
５
）
云
「
當
坐
淫
、
故
貶
之
」
者
、
推
尋
古
禮
、
無
女
樂
之
文
。
魯
人
受
之
、
故
當
坐
淫
泆
之
惡
。
旣
有
淫
泆
之
惡
、
去
「
冬
」
以

見
之
。
其
晉
悼
公
受
女
樂
二
八
而
爲
霸
者
、
左
氏
之
事
、
何
氏
所
不
取
、
不
得
難
此
矣
。

「
當
に
淫
に
坐
す
べ
く
、
故
に
之
を
貶
す
」
と
云
う
者
は
、
古
禮
を
推
尋
す
れ
ば
、
女
樂
の
文
無
し
。
魯
人

之
を
受
け
、
故
に
當
に

淫
泆
の
惡
に
坐
す
べ
し
。
旣
に
淫
泆
の
惡
有
れ
ば
、「
冬
」
を
去
り
以
て
之
を
見
す
。
其
の
晉
悼
公
女
樂
二
八
を
受
け
て
霸
と
爲
る
は
、

左
氏
の
事
、
何
氏
の
取
ら
ざ
る
所
、
此
を
難
ず
る
を
得
ず
。（『
公
羊
注
疏
』

-

ｂ
）

26
16

何
休
は
、『
春
秋
』
が
慣
例
に
反
し
て
「
冬
」
を
記
さ
な
い
の
は
、
定
公
が
齊
國
に
送
ら
れ
た
女
樂
（
女
の
藝
人
）
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
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誹
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
解
釋
す
る

。
そ
れ
に
對
し
て
、『
左
傳
』
に
記
載
さ
れ
る
晉
悼
公
が
鄭
國
に
送
ら
れ
た
女
樂
を
受
け
入
れ
て
霸
者

（13）

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
春
秋
』
で
は
褒
貶
が
見
ら
れ
な
い

。『
左
傳
』
の
説
を
採
用
す
れ
ば
、
何
注
の
解
釋
は
成
り
立
た
な
い
。
そ

（14）

の
た
め
、
疏
は
「
左
氏
の
事
、
何
氏
取
ら
ざ
る
所
、
此
を
難
ず
る
を
得
ず
」
と
、
今
文
家
と
し
て
の
何
休
は
そ
も
そ
も
『
左
傳
』
な
ど
の
古

文
經
を
採
用
し
な
い
た
め
、『
左
傳
』
を
以
て
何
注
を
批
判
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
明
し
た
。

『
左
傳
』
以
外
、『
公
羊
疏
』
に
は
『
周
禮
』・
賈
逵
・
鄭
玄
の
説
を
「
何
氏
の
取
ら
ざ
る
所
」「
何
氏
取
ら
ず
」
と
排
除
す
る
用
例
が
あ

り
、
引
文
（
５
）
も
含
め
て
合
計
七
例
あ
る

。
排
除
さ
れ
た
の
は
何
休
と
異
な
る
古
文
説
、
今
古
文
を
兼
用
す
る
鄭
玄
の
説
で
あ
る
。『
公

（15）

羊
疏
』
が
著
さ
れ
た
北
朝
經
學
は
、
本
來
鄭
玄
を
中
心
と
し
て
服
虔
・
賈
逵
を
尊
ぶ
背
景
を
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
て
、

代
今
文
學
の

何
休
と
同
じ
立
場
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る

。
換
言
す
れ
ば
、『
公
羊
疏
』
は
何
休
注
を
解
釋
の
基
礎
と
し
て
、
た
と
え
作
者
が
熟
知
し
て

（16）

い
る
鄭
玄
の
學
で
あ
っ
て
も
、
何
休
注
と
異
な
る
時
は
鄭
玄
説
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
の
背
後
に
は
次
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
經
書
を
解
釋
す
る
時
、
基
本
的
な
立
場
と
し
て
は
一
家
の
注
釋
に
從
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
學
問
の
體
系
を
問
わ
ず
に
他
説
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
一
定
の
標
準
を
失
い
、
是
非
を
判
斷
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な

る
。
こ
の
よ
う
な
觀
點
か
ら
、
經
學
に
於
い
て
、
主
た
る
目
的
は
一
家
の
學
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
解
釋
體
系
を
越
え
て
、「
異
義

を
究
覽
し
、
其
の
善
に
擇
從
す
る
」
こ
と
は
二
の
次
と
な
っ
た
。
そ
の
末
流
に
至
っ
て
、「
寧
ろ
孔
聖
の
誤
り
を
道
う
も
、
鄭
・
服
の
非
を

聞
く
こ
と
を
諱
む
」
と
い
う
よ
う
な
學
問
態
度
に
發
展
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
公
羊
疏
』
に
於
け
る
「
何
氏
所
不
取
」
と
い
う
表
現
に
潛
む

考
え
は
、『
五
經
正
義
』
の
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
基
準
の
嚆
矢
と
言
え
る
。
こ
の
表
現
は
後
世
に
繼
承
さ
れ
て
お
り
、『
五
經
正
義
』
に

も
「
孔
（
安
國
）
の
取
ら
ざ
る
所
」（『
尚
書
注
疏
』

-

ｂ
）
や
「
鄭
（
玄
）
の
取
ら
ざ
る
所
」（『
禮
記
注
疏
』

-

ａ
／

-

ａ
）
な

12
18

30
3

16
3

ど
の
表
現
が
見
ら
れ
る

。
（17）



- 67 -

「
今
所
不
取
」
と
は
、「
某
氏
所
不
取
」
と
い
う
表
現
の
發
展
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
二
三
文
字
の
差
と
は
い
え
、
兩

者
の
立
場
は
大
き
く
異
な
る
。「
某
氏
所
不
取
」
と
は
、
疏
み
ず
か
ら
の
判
斷
で
は
な
い
。
注
の
體
系
を
守
る
た
め
に
、
注
者
が
も
と
も
と

己
に
反
對
す
る
説
を
採
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
今
所
不
取
」
と
は
、「
鄭
義
に
非
ず
」
な
ど
の
理
由
が

擧
げ
ら
れ
る
が
、
不
採
用
に
し
た
の
は
單
な
る
孔
穎
達
ら
の
判
斷
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
前
者
は
注
者
の
立
場
で
あ
り
、
後
者
は
編
纂

者
の
立
場
で
あ
る
。
更
に
、『
公
羊
疏
』
と
異
な
る
點
と
し
て
、
選
定
さ
れ
た
注
と
は
矛
盾
し
な
い
が
角
度
を
異
に
す
る
説
が
、『
正
義
』

に
「
今
取
ら
ざ
る
」
と
判
斷
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
引
文
（
３
）
に
於
い
て
、
鄭
灼
が
庾
蔚
之
の
説
に
つ
い
て
「
鄭
の
旨
を
妨
げ
ず
、
則
ち

思
う
べ
き
爲
り
」
と
評
價
し
た
。
庾
説
は
決
し
て
鄭
注
と
矛
盾
す
る
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
鄭
注
の
發
展
の
一
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、『
正
義
』
は
諸
説
の
立
場
を
論
じ
る
こ
と
な
く
、「
此
れ
ら
並
び
に
鄭
義
に
非
ず
」
と
す
べ
て
不
採
用
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
注
の

立
場
に
立
っ
て
そ
の
解
釋
體
系
を
守
る
と
い
う
よ
り
も
、編
纂
の
立
場
に
立
っ
て
雜
多
な
舊
説
を
判
斷
し
統
一
す
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
が「
今

所
不
取
」
の
目
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
く
一
家
の
注
に
從
う
と
雖
も
、『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
疏
不
破
注
」
は
、『
公
羊

疏
』
の
考
え
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
基
準
を
體
現
し
て
い
る
も
の
の
、「
今
所
不
取
」
は
他
の
表
現
と
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
。
前
述

し
た
「
今
刪
定
知
不
然
者
」「
今
知
不
然
」
な
ど
の
表
現
は
、
舊
説
を
直
ち
に
誤
り
で
あ
る
と
判
斷
し
、
そ
の
後
に
注
の
正
確
で
あ
る
こ
と

を
論
證
す
る

。
一
方
、「
今
所
不
取
」
は
舊
説
の
是
非
を
論
證
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
注
と
合
わ
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
不
採
用
と
判

（18）

斷
す
る
。
そ
の
相
違
を
考
え
る
に
、「
今
所
不
取
」
が
判
斷
す
る
の
は
、
前
述
し
た
漢
代
今
古
文
の
相
違
の
よ
う
に
、
解
釋
體
系
の
違
い
に

よ
っ
て
簡
單
に
是
非
を
判
斷
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
論
證
す
る
よ
り
も
、
是
非
を
問
わ
ず
鄭
注
に
從
っ
て
判
斷

す
る
ほ
う
が
解
釋
上
は
簡
明
で
あ
る
。
例
え
ば
、
引
文
（
１
）
に
お
け
る
鄭
玄
と
蔡
邕
の
違
い
に
つ
い
て
、
劉
炫
は
『
孝
經
述
議
』
に
於
い
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て
百
二
十
字
を
費
や
し
て
後
漢
以
來
の
「
養
老
の
禮
」
を
考
察
し
た
が
、
結
局
結
論
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

。
そ
れ
に
對
し
て
、

（19）

『
正
義
』「
非
鄭
義
也
、
今
所
不
取
」
は
、
僅
か
八
字
で
判
斷
し
て
お
り
、
そ
の
解
釋
は
よ
り
簡
潔
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
是
非
を
論
證
で
き
な
い
舊
説
に
對
し
て
、『
五
經
正
義
』
は
簡
明
な
解
釋
を
立
て
る
た
め
に
、「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
を

使
用
し
て
判
斷
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
經
學
研
究
に
於
い
て
、
嚴
密
な
論
證
を
經
ず
、
自
分
が
設
け
た
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
編
纂
方

針
に
よ
っ
て
舊
説
を
排
除
す
る
の
は
、
早
計
に
失
す
る

。
し
か
も
「
疏
不
破
注
」
以
外
で
、
引
文
（
２
）
の
よ
う
に
、
直
ち
に
鄭
玄
説
を

（20）

無
根
據
と
判
斷
し
、「
煩
に
し
て
用
无
し
」
と
い
う
理
由
か
ら
不
採
用
と
す
る
の
は
、
獨
斷
の
よ
う
に
見
え
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
義
疏
學
で
經
書
を
解
釋
す
る
際
、
一
家
の
注
に
從
い
、
是
非
を
問
わ
ず
異
説
を
排
除
す

る
傾
向
は
、『
公
羊
疏
』
に
旣
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
『
五
經
正
義
』
の
編
纂
基
準
の
前
段
階
で
あ
る
。「
今

所
不
取
」
は
「
某
氏
所
不
取
」
と
い
う
表
現
の
發
展
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
『
公
羊
疏
』
と
異
な
り
、
舊
説
を
統
一
し
簡
明
な
解
釋
を
立

て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
今
所
不
取
」
と
い
う
判
斷
方
法
は
解
釋
上
簡
潔
で
あ
る
が
、
獨
斷
の
謗
り
を
免
れ
な
い
。

三
、「
今
所
不
取
」
と
唐
代
義
疏
學
の
轉
換

唐
太
宗
は
當
時
の
「
儒
學
多
門
、
章
句
繁
雜
」
な
る
を
難
じ
て
、
孔
穎
達
ら
に
『
五
經
正
義
』
を
撰
定
す
る
よ
う
命
じ
た

。「
今
所
不

（21）

取
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
舊
説
を
統
一
し
簡
明
な
解
釋
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
は
、
そ
の
目
的
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

例
え
ば
『
禮
記
』
喪
服
小
記
の
正
義
は
わ
ざ
わ
ざ
崔
靈
恩
の
説
、
凡
そ
千
五
百
字
を
引
用
し
な
が
ら
も
、「
其
れ
乖
僻
有
る
者
は
、
今
取
ら
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ざ
る
所
」（『
禮
記
正
義
』

-

ｂ
）
の
よ
う
に
、
結
局
不
採
用
と
し
て
、
か
え
っ
て
よ
り
煩
雜
な
も
の
と
な
っ
た
。
も
し
統
一
か
つ
簡
明

32
4

な
解
釋
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
な
ぜ
直
接
に
不
要
な
説
を
削
ら
ず
、
却
っ
て
煩
を
厭
わ
ず
舊
説
を
一
々
載
せ
て
判
斷
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
、
先
ず
隋
か
ら
唐
初
ま
で
の
經
學
の
講
習
の
様
子
を
考
察
す
る
。
隋
が
中
國
を
統
一
し
た
こ
と
で
、
數
百
年
閒

南
北
に
分
裂
し
て
い
た
學
術
は
轉
換
點
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
王
朝
の
正
統
な
學
問
と
し
て
の
經
學
も
、
南
北
學
を
統
一
し
、
新
た

な
基
準
を
立
て
る
變
革
が
よ
り
切
に
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
隋
文
帝
の
時
、
以
下
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。

（
６
）
會
上
令
國
子
生
通
一
經
者
、
並
悉
薦
舉
、
將
擢
用
之
。
旣
策
問
訖
、
博
士
不
能
時
定
臧
否
。
祭
酒
元
善
怪
問
之
。
暉
遠
曰
、「
江

南
河
北
、
義
例
不
同
、
博
士
不
能
徧
涉
。
學
生
皆
持
其
所
短
、
稱
己
所
長
。
博
士
各
各
自
疑
、
所
以
久
而
不
決
也
。」
祭
酒
因
令
暉
遠

考
定
之
。
暉
遠
覽
筆
便
下
、
初
無
疑
滯
。
或
有
不
服
者
、
暉
遠
問
其
所
傳
義
疏
、
輒
爲
始
末
誦
之
、
然
後
出
其
所
短
、
自
是
無
敢
飾
非

者
。
所
試
四
五
百
人
、
數
日
便
決
。
諸
儒
莫
不
推
其
通
博
、
皆
自
以
爲
不
能
測
也
。

會
た
ま
上
は
國
子
生

一
經
に
通
ず
る
者
を
、
並
び
に
悉
く
薦
舉
せ
し
め
、
將
に
之
を
擢
用
せ
ん
と
す
。
旣
に
策
問
し
訖
わ
り
、
博
士

時
に
臧
否
を
定
む
る
能
わ
ず
。
祭
酒
元
善
怪
し
み
て
之
を
問
う
。
暉
遠
曰
く
、「
江
南
河
北
、
義
例
同
じ
か
ら
ず
、
博
士
徧
く
渉
る
能

わ
ず
。
學
生
皆
其
の
短
な
る
所
を
持
し
て
、
己
の
長
な
る
所
を
稱
う
。
博
士
各
々
自
ら
疑
い
、
久
し
く
し
て
決
せ
ざ
る
所
以
な
り
。」

と
。
祭
酒
因
り
て
暉
遠
を
し
て
之
を
考
定
せ
し
む
。
暉
遠

筆
を
覽
り
て
便
ち
下
し
、
初
め
よ
り
疑
滯
無
し
。
或
い
は
服
せ
ざ
る
者
有

と

り
、
暉
遠
其
の
傳
う
る
所
の
義
疏
を
問
い
、
輒
ち
始
末
を
爲
し
て
之
を
誦
じ
、
然
る
後
に
其
の
短
な
る
所
を
出
し
、
是
れ
自
り
敢
え

そ
ら
ん
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て
非
を
飾
る
者
無
し
。
試
み
る
所
の
四
五
百
人
、
數
日
に
し
て
便
ち
決
す
。
諸
儒

其
の
通
博
を
推
さ
ざ
る
莫
く
、
皆
自
ら
以
て
測
る

能
わ
ず
と
爲
す
な
り
。
（22）

當
時
國
子
寺
の
學
生

が
傳
習
す
る
義
疏
は
、
南
と
北
に
よ
り
義
例
が
異
な
っ
て
い
る
た
め

、
經
義
の
試
驗
で
優
劣
を
つ
け
が
た
か
っ
た
。

（23）

（24）

幸
い
な
こ
と
に
、
房
暉
遠
の
よ
う
な
南
北
の
義
疏
に
精
通
し
て
い
る
人
が
い
た
の
で
、
各
學
生
が
傳
習
す
る
義
疏
の
解
釋
體
系
か
ら
、
そ
の

學
問
の
優
劣
を
判
定
し
た
。
し
か
し
、
房
暉
遠
の
よ
う
な
「
通
博
」
な
人
物
は
や
は
り
少
數
で
あ
り
、
試
驗
の
審
査
に
明
白
な
基
準
が
な
け

れ
ば
、
學
生
を
從
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

南
北
の
義
疏
を
そ
れ
ぞ
れ
講
習
し
、
一
定
の
決
ま
り
が
な
い
状
況
は
唐
初
ま
で
續
い
て
い
た
。『
五
經
正
義
』
の
撰
修
が
終
わ
っ
た
貞
觀

十
四
年
（
六
四
〇
）、「
前
代
の
名
儒
、
經
術
を
紀
す
べ
し
」、「
在
る
所
の
學
徒
、
多
く
其
の
疏
を
行
う
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
儒
者

十
人
を
褒
賞
し
た

。
そ
の
表
彰
名
簿
を
見
る
と
、
隋
の
何
妥
・
劉
炫
二
人
を
除
い
て
、
梁
の
皇
侃
・
褚
仲
都
、
周
の
熊
安
生
・
沈
重
、
陳

（25）

の
沈
文
阿
・
周
弘
正
・
張
譏
、
八
人
す
べ
て
が
南
北
朝
の
儒
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
初
の
學
者
が
依
然
と
し
て
南
北
朝
期
に
著
さ
れ
た
義

疏
を
講
習
し
て
お
り
、
隋
文
帝
の
時
代
と
比
べ
て
あ
ま
り
變
化
の
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
南
學
、
北
學
が
分
裂
す
る
状
況
下
に
お
い
て
、
假
に
一
方
の
説
に
從
う
と
す
れ
ば
、
他
方
の
學
者
が
納
得
で
き
な
い
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
。
雙
方
の
學
者
を
信
服
さ
せ
、
諸
説
を
統
一
す
る
に
は
、
必
然
的
に
兩
方
の
義
疏
を
參
照
し
な
が
ら
重
要
な
説
を
引
い
て
判

斷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
正
義
』
の
編
纂
者
は
不
要
な
説
を
削
ら
ず
、
舊
説
へ
の
判
斷
を
通
し
て
新
た
な
經
學
の
基
準

を
世
人
に
示
し
た
の
で
あ
る
。「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
が
そ
の
一
つ
の
役
割
を
擔
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
出
の
例
は
も
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ち
ろ
ん
と
し
て
、
こ
こ
で
は
南
北
の
經
學
の
相
違
を
め
ぐ
る
論
説
を
紹
介
し
た
い
。

（
７
）
此
序
題
目
、
文
多
不
同
。
或
云
春
秋
序
、
或
云
左
氏
傳
序
、
或
云
春
秋
經
傳
集
解
序
、
或
云
春
秋
左
氏
傳
序
。
案
、
晉
宋
古
本

及
今
定
本
並
云
春
秋
左
氏
傳
序
、
今
依
用
之
。
南
人
多
云
、「
此
本
『
釋
例
』
序
、
後
人
移
之
於
此
。」
且
有
題
曰
春
秋
釋
例
序
、
置

之
『
釋
例
』
之
端
。
今
所
不
用
。（『
左
傳
注
疏
』

-

ａ
）

1
1

此
の
序
の
題
目
、
文
多
く
同
じ
か
ら
ず
。
或
い
は
春
秋
序
と
云
い
、
或
い
は
左
氏
傳
序
と
云
い
、
或
い
は
春
秋
經
傳
集
解
序
と
云
い
、

或
い
は
春
秋
左
氏
傳
序
と
云
う
。
案
ず
る
に
、
晉
宋
古
本
及
び
今
定
本
並
び
に
春
秋
左
氏
傳
序
と
云
い
、
今
依
り
て
之
を
用
い
る
。
南

人
多
く
云
う
、「
此
れ
本
よ
り
『
釋
例
』
の
序
、
後
人
之
を
此
に
移
す
。」
と
。
且
つ
題
し
て
春
秋
釋
例
序
と
曰
い
、
之
を
『
釋
例
』

の
端
に
置
く
こ
と
有
り
。
今
用
い
ざ
る
所
。

今
『
春
秋
經
傳
集
解
』
の
冒
頭
に
載
せ
る
序
の
題
目
に
つ
い
て
、
諸
説
が
あ
る
が
、
南
の
學
者
は
概
ね
『
春
秋
釋
例
』
の
序
と
考
え
る
。『
正

義
』
は
明
白
に
「
春
秋
左
氏
傳
序
」
を
「
今
依
り
て
之
を
用
い
る
」
と
依
據
し
、
南
人
の
説
を
「
今
用
い
ざ
る
所
」
と
判
斷
し
た
。
た
だ
し
、

「
今
所
不
用
」
の
後
ろ
に
は
凡
そ
一
三
〇
字
の
論
證
が
あ
り
、『
釋
例
』
序
と
い
う
説
に
反
駁
し
て
い
る

。
異
例
で
は
あ
る
が
、
諸
説
を

（26）

並
置
し
、
採
用
す
る
か
否
か
と
判
斷
す
る
こ
と
は
、
前
述
「
今
所
不
取
」
の
用
例
と
同
じ
で
あ
る
。

「
今
所
不
取
」
用
例
の
背
後
に
潛
む
の
は
、『
五
經
正
義
』
が
諸
説
を
判
斷
し
統
一
し
よ
う
と
す
る
規
範
意
識
で
あ
る
。
し
か
し
、「
疏

不
破
注
」
の
よ
う
な
、『
正
義
』
が
立
て
よ
う
と
し
た
規
範
は
、
經
學
み
ず
か
ら
の
發
展
に
よ
っ
て
至
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
王
朝
の
權
威
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に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
變
革
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
六
朝
以
來
の
義
疏
と
は
、
作
者
が
自
ら
の
經
學
に
對
す
る
見
解
を
表
す
場
で
あ
り
、
單
な
る
經
注
の
解
釋
で
は
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、『
公
羊
疏
』
の
よ
う
に
一
家
の
注
の
み
に
從
っ
て
説
明
す
る
義
疏
も
あ
る
が
、
崔
靈
恩
・
劉
炫
の
よ
う
に
一
家
の
注
を
用
い
な

が
ら
も
他
家
の
説
を
以
て
注
を
批
判
し
、
自
分
の
意
見
を
呈
す
る
こ
と
も
ま
た
、
普
遍
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た

。
つ
ま
り
、『
正

（27）

義
』
以
前
の
義
疏
は
、
注
に
固
執
せ
ず
全
體
に
經
書
の
討
論
を
行
な
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
對
し
て
、『
五
經
正
義
』
で
は
正
否
を
問
わ
ず
選
定
さ
れ
た
注
に
從
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
注
を
越
え
て
自
由
に
經
義
を
討
論
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
代
義
疏
家
の
獨
自
の
見
解
は
、
往
々
に
し
て
經
・
注
と
無
關
係
と
見
な
さ
れ
、「
今
所
不
取
」
と
排
除
さ
れ
た
。

甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
編
纂
者
自
身
さ
え
、
注
を
不
完
全
だ
と
見
な
し
な
が
ら
も
、
と
り
あ
え
ず
注
に
從
っ
て
解
釋
す
る
箇
所
も
あ
る
。

例
え
ば
、『
周
易
正
義
』
で
は
選
定
さ
れ
た
韓
康
伯
注
を
「
義
に
未
だ
善
か
ら
ず
」
と
評
價
し
た
が
、
結
局
は
「
今
旣
に
韓
氏
學
に
遵
い
、

且
ら
く
此
に
依
り
て
之
を
釋
す
る
な
り
」
と
し
た

。
言
い
換
え
れ
ば
、
編
纂
者
に
と
っ
て
は
、
經
書
の
本
義
を
探
る
こ
と
よ
り
も
規
範
を

（28）

立
て
る
こ
と
の
方
が
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
質
的
に
は
『
五
經
正
義
』
は
經
學
の
研
究
書
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
國

定
の
敎
科
書
で
あ
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

『
五
經
正
義
』
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
影
響
を
受
け
、
義
疏
學
は
そ
の
轉
換
點
を
迎
え
た
。
獨
創
的
な
考
え
を
重

視
す
る
個
人
の
講
義
か
ら
一
轉
し
て
、「
疏
不
破
注
」
と
い
っ
た
規
範
を
ひ
た
す
ら
に
重
ん
じ
る
、
單
な
る
經
注
の
再
注
釋
に
な
っ
た

。
（29）

ま
た
、
義
疏
と
い
う
形
式
は
唐
代
の
官
學
及
び
貢
擧
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
個
人
の
手
に
成
る
義
疏
は
少
な
く
な
り
、
國
に
作
ら
れ
た
敎
科
書

と
し
て
の
義
疏
が
盛
ん
に
な
っ
た

。
後
述
す
る
元
行
沖
『
孝
經
疏
』
は
そ
の
明
ら
か
な
例
で
あ
る
が
、
儒
敎
の
經
典
に
限
ら
ず
長
孫
無
忌

（30）

『
唐
律
疏
議
』
や
玄
宗
『
道
德
眞
經
疏
』
な
ど
に
お
い
て
も
同
樣
に
義
疏
と
い
う
形
式
が
採
用
さ
れ
た
。
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前
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
正
義
』
に
と
っ
て
は
規
範
こ
そ
が
第
一
で
あ
り
、
經
書
の
本
義
を
究
め
る
こ
と
は
二
の
次
で
あ
る
。
ま
た
、
唐

代
で
は
「
帖
經
」「
墨
義
」
な
ど
の
暗
記
試
驗

に
よ
っ
て
經
學
の
優
劣
を
評
價
す
る
た
め
、
經
學
者
は
ひ
た
す
ら
國
定
の
注
疏
を
暗
誦
す

（31）

る
に
止
ま
り
、
經
義
を
考
え
る
暇
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
學
風
が
、
旣
定
の
經
説
を
墨
守
す
る
こ
と
に
價
値
を
置
き
、
自
ら
思
考
す
る
こ
と

を
怠
る
と
い
う
弊
害
を
招
く
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
今
所
不
取
」
の
背
後
に
潛
む
の
は
、
王
朝
の
權
威
に
主
導
さ
れ
た
義
疏
學
の
變
革
で
あ
る
。『
五
經
正
義
』
に
よ
る

南
北
學
の
統
一
に
伴
い
、
義
疏
と
い
う
解
釋
形
式
は
規
範
化
さ
れ
、
經
注
の
さ
ら
な
る
注
釋
と
し
て
學
者
が
議
論
を
交
す
、
經
學
研
究
の
最

前
線
で
は
も
は
や
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
朝
廷
の
官
學
と
結
び
付
け
ら
れ
る
と
、
定
説
を
墨
守
し
獨
自
の
思
考
を
怠

る
弊
害
を
生
じ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
の
唐
宋
の
經
學
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
後
世
へ
の
影
響

『
五
經
正
義
』
の
後
、
朝
廷
主
導
で
編
纂
さ
れ
た
經
學
義
疏
は
、
盛
唐
期
の
元
行
沖
『
孝
經
疏
』、
北
宋
初
期
の
邢昺

『
論
語
』『
孝
經
』『
爾

雅
』
三
經
正
義
で
あ
る
。
そ
の
内
、
元
氏
疏
の
原
本
は
旣
に
散
逸
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
邢
昺
『
孝
經
正
義
』
に
踏
襲
さ

れ
て
い
る

。
第
一
章
で
提
示
し
た
よ
う
に
、
邢
昺
の
『
論
語
正
義
』『
孝
經
正
義
』
に
は
「
今
所
不
取
」「
今
不
取
」
と
い
う
語
が
数
回
使

（32）

わ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
用
例
と
『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
今
所
不
取
」
と
の
關
係
を
檢
討
し
、
そ
の
繼
承
と
展
開
を
論
じ

た
い
。
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ま
ず
、
元
氏
疏
に
依
據
す
る
と
さ
れ
る
『
孝
經
正
義
』
の
用
例
を
考
察
す
る
。
五
刑
章
「
五
刑
之
屬
三
千
、
而
罪
莫
大
於
不
孝
」
の
注
「
條

有
三
千
、
而
罪
之
大
者
莫
過
不
孝
」
に
對
す
る
疏
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

（
８
）「
五
刑
之
屬
三
千
」、
言
此
三
千
條
中
、
罪
之
大
者
莫
有
過
於
不
孝
也
。
案
、
舊
注
説
及
謝
安
・
袁
宏
・
王
獻
之
・
殷
仲
文
等

皆
以
不
孝
之
罪
、
聖
人
惡
之
、
云
在
三
千
條
外
。
此
失
經
之
意
也
。
…
（
中
略
）
…
而
安
・
宏
不
孝
之
罪
、
不
列
三
千
之
條
中
、
今
不

取
也
。（『
孝
經
注
疏
』

-

ｂ･

ａ
）

6
3

4

「
五
刑
の
屬
三
千
」
は
、
此
の
三
千
條
の
中
、
罪
の
大
な
る
者

不
孝
に
過
ぐ
る
こ
と
有
る
は
莫
し
と
言
う
。
案
ず
る
に
、
舊
注
の
説

及
び
謝
安
・
袁
宏
・
王
獻
之
・
殷
仲
文
ら
皆
な
不
孝
の
罪
、
聖
人
之
を
惡
む
を
以
て
、
三
千
條
の
外
に
在
り
と
云
う
。
此
れ
經
の
意
を

失
う
な
り
。
…
（
中
略
）
…
安
・
宏
の
不
孝
の
罪
、
三
千
の
條
の
中
に
列
ね
ざ
る
は
、
今
取
ら
ざ
る
な
り
。

御
注
は
「
不
孝
」
を
三
千
條
の
罪
に
含
ま
れ
る
と
す
る
一
方
、
舊
注
や
謝
安
な
ど
の
學
者
は
三
千
條
に
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る

。
御
注
の

（33）

疏
と
し
て
の
『
孝
經
正
義
』
は
、
二
百
五
十
餘
字
の
論
證
（
上
記
引
用
の
中
略
部
分
）
を
行
っ
た
後
、
御
注
と
異
な
る
舊
注
や
舊
説
を
「
今

不
取
」
と
判
斷
し
て
排
除
し
た
。
こ
れ
は
、『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
基
準
を
繼
承
し
た
と
言
え
る
。
邢
昺
の
時
、

『
孝
經
』
に
關
す
る
六
朝
著
書
は
旣
に
滅
び
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
謝
安
な
ど
の
六
朝
學
者
の
説
を
引
用
す
る
の
は
、
元
氏
疏
を
踏
襲
し
た

可
能
性
が
高
い

。
（34）

と
こ
ろ
が
、『
孝
經
』
御
注
と
は
、
玄
宗
が
當
時
『
孝
經
』
の
今
文
と
古
文
の
論
爭
を
鎭
め
、
經
説
を
統
一
す
る
た
め
、
鄭
玄
注
や
孔
安
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國
傳
な
ど
の
舊
注
を
取
捨
選
擇
し
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
義
理
を
空
談
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
禮
學
制
度
は
詳
し
く
論
じ

ず

、
鄭
玄
の
よ
う
に
系
統
立
っ
た
解
釋
體
系
を
立
て
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
御
注
の
補
足
と
し
て
の
元
氏
疏
は
、
經
學
上
の
「
疏
不

（35）
破
注
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
玄
宗
の
旨
意
に
從
っ
て
異
説
を
排
除
す
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
相
應
し
い

。
こ
れ
は
、『
五
經
正
義
』
の
「
今

（36）

所
不
取
」
と
同
じ
く
、
王
朝
の
權
威
で
行
う
經
學
の
統
一
だ
と
言
え
る
。

ま
た
、『
孝
經
正
義
』
が
依
據
す
る
所
の
な
い
舊
説
を
「
其
の
言
經
な
ら
ず
」
と
い
う
理
由
で
「
今
取
ら
ず
」
と
し
た
よ
う
に

、『
五
經

（37）

正
義
』
の
合
理
主
義
の
判
斷
基
準
を
繼
承
し
た
用
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
殊
な
一
例
を
檢
討
し
た
い
。
廣
至
德
章
、
御
注
「
則
爲
天
下

蒼
生
之
父
母
也
」
に
對
す
る
疏
は
以
下
で
あ
る
。

（
９
）
蒼
生
、『
尚
書
』
文
、
謂
天
下
黔
首
蒼
蒼
然
衆
多
之
貌
也
。
孔
安
國
以
爲
蒼
蒼
然
生
草
木
之
處
、
今
不
取
也
。

蒼
生
、『
尚
書
』
の
文
、
天
下
の
黔
首

蒼
蒼
然
た
る
衆
多
の
貌
な
り
。
孔
安
國
以
て
蒼
蒼
然
と
し
て
草
木
生
ず
る
の
處
と
爲
す
は
、
今

取
ら
ざ
る
な
り
。

「
蒼
生
」
は
も
と
も
と
『
尚
書
』
益
稷
「
至
于
海
隅
蒼
生
」
を
出
典
と
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
孔
傳
で
は
「
海
隅
の
蒼
蒼
然
と
し
て
草
木
生

ず
る
に
至
る
」
と
解
釋
し
て
お
り
、
御
注
の
民
草
の
意
味
と
は
異
な
る

。
注
意
す
べ
き
は
、
疏
に
「
蒼
蒼
然
と
し
て
草
木
生
ず
る
の
處
」

（38）

と
い
う
の
は
『
尚
書
正
義
』
の
原
文
そ
の
も
の
で
あ
る
點
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
當
時
の
『
五
經
正
義
』
の
影
響
力
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

疏
は
不
採
用
の
理
由
を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
が
、
恐
ら
く
疏
の
作
者
は
『
五
經
正
義
』
を
以
て
御
注
を
批
判
す
る
こ
と
を
免
れ
る
た
め
、「
疏
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不
破
注
」
と
い
う
基
準
に
從
っ
て
「
今
取
ら
ず
」
と
排
除
す
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
も
そ
も
こ
こ
の
御
注
に
「
蒼
生
」
と
い
う
常
用
語
を

使
っ
て
『
尚
書
』
を
解
釋
す
る
意
圖
は
な
い
の
で
、
疏
の
解
説
は
的
外
れ
と
言
え
る
。

次
に
、『
論
語
正
義
』
を
檢
討
す
る
。
無
根
據
の
説
を
排
除
し
た
一
例
を
除
き

、
他
の
三
例
は
す
べ
て
「
疏
不
破
注
」
と
い
う
基
準
に

（39）

基
づ
く
。
例
え
ば
、
憲
問
篇
「
高
宗
諒
陰
」
に
つ
い
て
、
集
解
は
孔
安
國
注
を
用
い
て
「
諒
、
信
也
。
陰
、
猶
默
也
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
に

對
し
て
、
疏
は
「
冢
宰
を
信
任
し
、
默
し
て
言
わ
ず
」
と
孔
注
を
解
釋
し
た
上
に
、「『
禮
記
』
諒
闇
と
作
し
、
鄭
玄
以
て
凶
廬
と
爲
す
は
、

孔
の
義
に
非
ざ
る
な
り
、
今
取
ら
ざ
る
所
」

と
、
鄭
玄
の
異
説
を
引
い
て
不
採
用
と
判
斷
す
る
。
こ
れ
は
、「
疏
不
破
注
」
と
い
う
基
準

（40）

に
基
づ
く
前
述
の
『
五
經
正
義
』
の
用
例
（
引
文
１
）
と
同
樣
で
あ
る
。

續
い
て
殘
り
の
兩
例
を
檢
討
し
た
い
。
兩
例
は
い
ず
れ
も
『
春
秋
正
義
』
の
文
字
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
「
今
取
ら
ざ
る
所
」

と
孔
穎
達
ら
の
結
論
を
排
除
す
る

。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
『
孝
經
正
義
』「
蒼
生
」
の
例
に
近
い
。
第
一
例
は
、
八
佾
篇
「
哀
公
問
社
於

（41）

宰
我
」
に
つ
い
て
、
集
解
は
孔
注
を
用
い
て
「
凡
建
邦
立
社
、
各
以
其
土
所
宜
之
木
」
と
言
い
、
そ
の
疏
は
孔
注
を
解
釋
し
た
上
で
、
以
下

の
よ
う
に
い
う
。

（

）
謂
用
其
木
以
爲

主
。
張
・
包
・
周
本
以
爲
「
哀
公
問
主
於
宰
我
」、
先
儒
或
以
爲
宗
廟
主
者
。
杜
元
凱
・
何
休
用
之
以
解
『
春

10
秋
』、
以
爲
宗
廟
主
、
今
所
不
取
。（『
論
語
注
疏
』

-

ｂ
）

3
12

其
の
木
を
用
い
て
以
て

主
と
爲
す
を
謂
う
。
張
・
包
・
周
本
以
て
「
哀
公

主
を
宰
我
に
問
う
」
と
爲
し
、
先
儒
或
い
は
以
て
宗
廟

主
と
爲
す
者
あ
り
。
杜
元
凱
・
何
休

之
を
用
い
て
以
て
『
春
秋
』
を
解
き
、
以
て
宗
廟
主
と
爲
す
は
、
今
取
ら
ざ
る
所
。
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集
解
が
用
い
る
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
は
「
問
社
」
と
作
っ
て
い
る
こ
と
に
對
し
て
、
張
（
禹
）・
包
（
咸
）・
周
本
は
「
問
主
」
と
作
っ
て

い
る
。
孔
注
は
「
問
社
」
に
從
い
、
社
稷
の
木
主
と
解
釋
す
る
が
、
一
方
、
杜
預
・
何
休
は
「
問
主
」
に
從
い
、
宗
廟
の
木
主
と
解
釋
す
る
。

杜
預
の
説
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
孔
注
だ
け
で
な
く
集
解
が
用
い
る
『
論
語
』
の
經
文
を
も
否
定
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。『
論

語
集
解
』
の
經
と
注
を
守
る
た
め
、
邢
昺
ら
は
『
春
秋
正
義
』
に
採
用
さ
れ
た
杜
預
説
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
例
は
、
衞
靈
公
篇
「
乘
殷
之
輅
」
に
つ
い
て
、
集
解
は
馬
融
注
を
用
い
て
「
殷
車
曰
大
輅
。『
左
傳
』
曰
、
大
輅
越
席
、
昭
其
儉
也
」

と
い
い
、
そ
の
疏
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

（

）
云
「
左
傳
曰
大
輅
越
席
昭
其
儉
也
」
者
、
桓
二
年
文
也
。
…
…
服
虔
云
「
大
路
、
木
路
」。
引
之
者
、
以
證
殷
路
一
名
大
路
也
。

11
杜
元
凱
以
大
路
爲
玉
路
、
今
所
不
取
。（『
論
語
注
疏
』

-

ａ
）

15
5

「『
左
傳
』
に
曰
く
、
大
輅
越
席
、
其
の
儉
を
昭
ら
か
に
す
」
と
云
う
者
は
、
桓
の
二
年
の
文
な
り
。
…
…
服
虔
「
大
路
、
木
路
な
り
」

と
云
う
。
之
を
引
く
者
は
、
以
て
殷
路
の
一
名
は
大
路
な
る
を
證
す
。
杜
元
凱
の
大
路
を
以
て
玉
路
と
爲
す
は
、
今
取
ら
ざ
る
所
。

馬
融
注
に
よ
る
と
、「
殷
輅
」
と
は
「
大
輅
（
路
）」
と
い
う
天
を
祭
る
際
に
使
用
す
る
車
の
こ
と
で
あ
る
。
馬
融
は
注
で
「
大
輅
」
の
制

度
を
詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
引
用
し
た
『
左
傳
』「
大
輅
越
席
、
其
の
儉
を
昭
か
に
す
る
な
り
」
か
ら
見
る
と
、
出
典
を
示
す
だ
け
で
な
く
、

「
大
輅
」
の
質
素
さ
も
強
調
す
る
。
そ
の
た
め
、「
疏
不
破
注
」
と
い
う
基
準
で
、
疏
は
馬
融
注
に
從
い
、
服
虔
説
と
同
じ
く
「
大
輅
」
を



- 78 -

飾
り
の
な
い
質
素
な
「
木
路
」
と
解
釋
し

、
玉
が
飾
ら
れ
て
い
る
豪
華
な
「
玉
路
」
と
す
る
杜
預
説
を
不
採
用
と
す
る
の
は
當
然
で
あ
る
。

（42）

と
こ
ろ
で
、『
論
語
正
義
』
の
編
纂
材
料
の
一
つ
で
あ
る
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
は
、「
乘
殷
之
輅
」
に
つ
い
て
、
禮
學
に
よ
っ
て
殷
・
周

に
お
け
る
「
輅
」
の
制
度
を
詳
し
く
説
明
し
、
持
論
を
述
べ
る

。
し
か
し
、『
論
語
正
義
』
の
こ
の
部
分
で
は
皇
侃
の
説
に
一
言
も
言
及

（43）

せ
ず
、
反
對
に
『
論
語
集
解
』
を
考
慮
し
て
い
な
い
『
春
秋
正
義
』
の
方
を
ひ
た
す
ら
踏
襲
し
、
集
解
と
異
な
れ
ば
「
今
所
不
取
」
と
矛
盾

を
避
け
て
そ
の
原
因
を
追
究
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
當
時
の
學
者
が
『
五
經
正
義
』
の
解
釋
を
墨
守
し
、
經
學
へ
の
思
考
に
怠
惰

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

。
（44）

以
上
、『
孝
經
正
義
』
と
『
論
語
正
義
』
の
考
察
を
行
っ
た
。
兩
疏
は
『
五
經
正
義
』
の
「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
を
繼
承
し
、
そ
の

「
疏
不
破
注
」
の
基
準
を
守
り
、
經
注
疏
に
基
づ
く
國
定
の
敎
科
書
體
系
を
整
え
て
い
る
。
し
か
し
、『
五
經
正
義
』
に
立
て
ら
れ
た
新
た

な
義
疏
學
に
潛
む
弊
害
も
漸
次
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
經
學
者
は
定
説
を
墨
守
し
、
經
書
や
古
注
の
矛
盾
を
避
け
、
自
ら
の
思
考
を
怠

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

結
び

南
宋
、
朱
熹
は
「
論
語
訓
蒙
口
義
序
」
で
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

（

）
本
之
注
疏
以
通
其
訓
詁
、
參
之
『
釋
文
』
以
正
其
音
讀
、
然
後
會
之
於
諸
老
先
生
之
説
以
發
其
精
微
。

12
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之
を
注
疏
に
本
づ
け
て
以
て
其
の
訓
詁
を
通
じ
、
之
を
『
釋
文
』
に
參
し
て
以
て
其
の
音
讀
を
正
し
、
然
る
後
に
之
を
諸
老
先
生
の
説

に
會
し
以
て
其
の
精
微
を
發
す
。
（45）

こ
こ
の
「
注
疏
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
唐
代
『
五
經
正
義
』
以
來
、
朝
廷
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
漢
晉
古
注
と
そ
の
疏
を
指
し
て
い
る
。

國
定
の
經
注
疏
に
お
い
て
、
注
と
疏
は
一
體
で
あ
る
た
め
、
官
學
の
代
名
詞
と
し
て
「
注
疏
の
學
」

と
い
っ
た
呼
び
方
が
流
行
っ
て
い
た
。

（46）

朱
子
の
よ
う
な
道
學
家
で
さ
え
も
經
書
の
基
礎
と
し
て
積
極
的
に
注
疏
を
讀
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

、
經
文
と
合
わ
せ
て
、
注
疏
ま
で
も
が

（47）

古
典
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
こ
か
ら
考
え
る
に
、『
五
經
正
義
』
は
、
六
朝
以
來
經
學
の
諸
説
を
統
一
し
、
經
注
疏
に
基
づ
く
官
學
の
學
問
體
系
を
立
て
る
こ
と
に

成
功
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
解
釋
を
通
し
て
個
人
の
經
學
思
想
を
展
開
す
る
場
で
あ
っ
た
義
疏
は
、
經
注
を
解
釋
す
る
た
め
の
經
學
の
敎

科
書
に
轉
化
し
た
。「
今
所
不
取
」
と
い
う
表
現
は
、
正
に
こ
の
よ
う
な
義
疏
學
の
轉
換
の
過
程
を
體
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、『
正
義
』
の
影
響
で
、
經
學
者
が
定
説
を
墨
守
し
、
獨
自
の
思
考
を
怠
る
弊
害
が
あ
る
。
そ
の
飽
和
點
に
達
す
る
と
、「
今
所
不
取
」

な
ど
の
束
縛
を
越
え
て
、
自
ら
經
學
の
「
精
微
」
を
探
る
新
た
な
儒
學
運
動
を
豫
見
す
る
こ
と
で
き
る
。

注（
１
）『
五
經
正
義
』
の
撰
定
は
、
撰
修
・
審
定
・
刊
定
三
つ
の
過
程
を
經
た
も
の
で
、
そ
の
詳
細
は
福
島
吉
彦
「
唐
五
經
正
義
撰
定
考
―
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―
毛
詩
正
義
研
究
之
一
」（『
山
口
大
學
文
學
會
志
』
二
四
、
一
九
七
三
年
）
を
參
照
。

（
２
）
喬
秀
岩
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』（
白
峰
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
３
）
野
間
文
史
『
五
經
正
義
研
究
論
攷
―
―
義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
第
二
篇
「
五
經
正
義
の
語
彙
語
法
」。

（
４
）
阮
元
刻
『
十
三
經
注
疏
』
を
使
用
。
こ
れ
以
下
『
周
易
注
疏
』
な
ど
『
十
三
經
注
疏
』
所
收
の
本
を
引
用
す
る
際
は
、
阮
刻
本
の
卷
、

葉
を
表
す
。

（
５
）
前
掲
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』
第
三
章
第
四
節
を
參
照
。

（
６
）
前
掲
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』
第
三
章
第
三
節
を
參
照
。

（
７
）『
禮
記
正
義
』、「
皇
氏
用
崔
氏
之
説
云
、
…
…
。
妄
取
五
方
之
義
、
棄
其
五
器
之
聲
。
背
經
違
注
、
曲
爲
雜
説
、
言
及
於
數
、
非
關
義

理
、
又
無
明
文
、
今
並
略
而
不
用
也
。」(

-

ｂ)

39
6

（
８
）
但
し
『
春
秋
正
義
』
は
二
劉
以
外
に
沈
文
阿
の
疏
も
參
照
し
た
。『
五
經
正
義
』
の
編
纂
底
本
に
つ
い
て
は
前
掲
福
島
氏
論
文
を
參
照
。

（
９
）
野
間
文
史
『
五
經
正
義
研
究
論
攷
―
―
義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ
』
第
二
篇
の
「
今
讚
」・「
今
刪
定
知
不
然
者
」・「
今
知
不
然
」
三

節
を
參
照
。

（

）『
禮
記
子
本
疏
義
』
は
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
本
を
使
用
。
兩
疏
の
詳
細
は
、
鈴
木
由
次
郞
「
禮
記
子
本
疏
義
殘
卷
考
文
」（『
中

10

央
大
學
文
學
部
紀
要
』
五
六
、
一
九
七
〇
）、
一
五
一
～
一
五
四
頁
を
參
照
。

（

）『
舊
唐
書
』
卷
一
〇
二
「
元
行
沖
傳
」。
王
劭
「
史
論
」
は
後
世
に
殘
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
擧
げ
た
の
は
唐
の
元
行
沖
「
釋

11

疑
」
の
引
用
で
あ
る
。

（

）
重
澤
俊
郞
「
公
羊
傳
疏
作
者
時
代
攷
」（『
支
那
學
』
六
―
四
、
一
九
三
二
）
を
參
照
。

12
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（

）
何
休
注
、「
去
冬
者
、
…
…
齊
懼
北
面
事
魯
、
饋
女
樂
以
間
之
。
定
公
聽
季
桓
子
受
之
、
三
日
不
朝
。
當
坐
淫
、
故
貶
之
。」（『
公

13

羊
注
疏
』

-

ａ
）

26
16

（

）『
春
秋
左
傳
』
襄
公
十
一
年
傳
「
鄭
人
賂
晉
侯
」（『
左
傳
注
疏
』

-

ｂ
～

ｂ
）
を
參
照
。

14

31
20

21

（

）
例
え
ば
、「『
周
禮
』
春
田
謂
之
蒐
、
何
氏
所
不
取
」（『
公
羊
注
疏
』

-

ａ
）、「
而
賈
注
經
云
簡
車
馬
于
廟
也
者
、
何
氏
不
取
」（

-

15

4
11

4
17

ａ
）、「『
異
義
』
公
羊
説
云
、
鸛
鵒
夷
狄
之
鳥
不
當
來
入
中
國
。
鄭
君
駮
之
曰
、
…
…
、
何
氏
所
不
取
也
」（

-

ｂ
・

ａ
）。
特

24
5

6

に
、『
左
傳
』
賈
逵
注
の
一
例
に
つ
い
て
は
、『
五
經
正
義
』
以
降
、『
左
傳
』
が
杜
預
注
を
主
流
と
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
賈
逵
注

を
引
い
て
排
除
す
る
こ
と
は
そ
の
表
現
が
唐
以
前
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

（

）
前
掲
重
澤
氏
論
文
を
參
照
。

16
（

）
後
に
、『
爾
雅
正
義
』
で
は
「
郭
氏
（
郭
璞
）
所
不
取
」（

-

ｂ
）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

17

8
12

（

）
前
掲
『
五
經
正
義
研
究
論
攷
―
―
義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ
』
第
二
篇
を
參
照
。

18
（

）『
孝
經
述
議
』
卷
四
廣
至
德
章
「
蔡
雍
（
邕
）
以
爲
」
か
ら
「
從
鄭
説
也
」
ま
で
の
部
分
を
參
照
、
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
淸
家
文

19

庫
藏
本
。

（

）
例
え
ば
、『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
一
「
周
易
正
義
」
條
に
は
「
天
玄
而
地
黄
、
則
曰
「
恐
莊
氏
之
言
非
王
本
意
、
今
所
不
取
」、
而

20

不
言
莊
説
之
何
以
未
允
。
如
斯
之
類
、
皆
顯
然
偏
袒
」
と
い
う
批
評
が
あ
る
。

（

）『
舊
唐
書
』
卷
一
八
九
上
「
儒
學
上
」、「（
太
宗
）
又
以
儒
學
多
門
、
章
句
繁
雜
、
詔
國
子
祭
酒
孔
穎
達
與
諸
儒
撰
定
五
經
義
疏
、

21

凡
一
百
七
十
卷
、
名
曰
『
五
經
正
義
』、
令
天
下
傳
習
。」

（

）『
隋
書
』
卷
七
五
「
房
暉
遠
傳
」。

22
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（

）
國
子
寺
は
、
隋
の
中
央
敎
育
機
關
で
あ
り
、
國
子
學
・
太
學
・
四
門
學
な
ど
を
管
轄
す
る
。
高
明
士
『
中
國
中
古
的
敎
育
與
學
禮
』

23

（
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
五
年
）、
八
三
頁
を
參
照
。

（

）
義
例
と
は
、
經
書
に
於
い
て
道
理
を
説
明
す
る
た
め
に
、
設
け
る
事
例
及
び
そ
の
體
例
で
あ
る
。
前
掲
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』、
一

24

〇
八
頁
を
參
照
。

（

）『
舊
唐
書
』
卷
一
八
九
上
「
儒
學
上
」、「
梁
皇
侃
・
褚
仲
都
、
周
熊
安
生
・
沈
重
、
陳
沈
文
阿
・
周
弘
正
・
張
譏
、
隋
何
妥
・
劉
炫

25

等
、
並
前
代
名
儒
、
經
術
可
紀
。
加
以
所
在
學
徒
、
多
行
其
疏
、
宜
加
優
異
、
以
勸
後
生
。」
ま
た
、
福
島
氏
は
こ
の
十
人
が
『
五
經

正
義
』
撰
修
の
底
本
と
な
っ
た
義
疏
の
撰
者
で
あ
っ
た
が
故
の
行
賞
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
前
掲
氏
の
論
文
を
參
照
。

（

）「
晉
大
尉
劉
寔
」
か
ら
「
安
得
爲
釋
例
序
也
」
ま
で
の
部
分
、『
左
傳
注
疏
』（

-

ａ
）
を
參
照
。

26

1
1

（

）『
梁
書
』
卷
四
八
「
儒
林
」、「（
崔
）
靈
恩
先
習
『
左
傳
』
服
解
、
不
爲
江
東
所
行
、
乃
改
説
杜
義
。
毎
文
句
常
申
服
以
難
杜
、
遂

27

著
『
左
氏
條
義
』
以
明
之
。
時
有
助
敎
虞
僧
誕
又
精
杜
學
、
因
作
申
杜
難
服
、
以
答
靈
恩
、
世
並
行
焉
。」
孔
穎
達
「
春
秋
正
義
序
」、

「（
劉
炫
）
又
意
在
矜
伐
、
性
好
非
毀
、
規
杜
氏
之
失
、
凡
一
百
五
十
餘
條
。」（『
春
秋
左
傳
注
疏
』
序-

ａ
）

3

（

）「
案
上
繫
云
「
以
制
器
者
尚
其
象
」、
則
取
象
不
取
名
也
。
韓
氏
乃
取
名
不
取
象
、
於
義
未
善
矣
。
今
旣
遵
韓
氏
之
學
、
且
依
此
釋

28

之
也
。」（『
周
易
注
疏
』

-

ａ
）
ま
た
、『
禮
記
正
義
』
に
は
「
鄭
之
此
釋
、
恐
未
盡
經
意
。
但
旣
祖
鄭
學
、
今
因
而
釋
之
」（『
禮

8
5

記
注
疏
』

-

ａ
）
と
あ
る
。
前
掲
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』
第
三
章
第
四
節
を
參
照
。

58
4

（

）
長
孫
無
忌
「
律
疏
序
」
に
「
近
代
以
來
、
兼
經
注
而
明
之
、
則
謂
之
爲
義
疏
」（『
故
唐
律
疏
議
』
卷
一
、
四
部
叢
刊
廣
編
本
）
と

29

言
う
よ
う
に
、
唐
人
の
義
疏
に
對
す
る
一
般
的
な
概
念
で
あ
る
。

（

）
賈
公
彦
『
周
禮
疏
』『
儀
禮
疏
』
及
び
楊
士
勛
『
穀
梁
傳
疏
』
は
個
人
著
作
と
言
わ
れ
る
が
、
二
人
は
ど
ち
ら
も
『
五
經
正
義
』
の

30
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編
纂
に
參
加
し
て
い
る
の
で
、『
正
義
』
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
敎
科
書
の
よ
う
な
義
疏
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
高
明
士
『
隋
唐
貢

擧
制
度
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
二
七
八
頁
を
參
照
。

（

）
鄧
嗣
禹
『
中
國
考
試
制
度
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）、
一
〇
三
～
一
〇
七
頁
を
參
照
。

31
（

）
陳
鴻
森
「
唐
玄
宗
〈
孝
經
序
〉「
擧
六
家
之
異
同
」
釋
疑
―
―
唐
宋
官
修
注
疏
之
一
側
面
」（『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

32

七
四
―
一
、
二
〇
〇
三
年
）
を
參
照
。

（

）『
孝
經
』
鄭
注
に
は
「
罪
莫
大
於
不
孝
、
聖
人
所
以
惡
之
、
故
不
書
在
三
千
條
中
」
と
あ
り
、「
舊
注
」
と
は
鄭
注
の
こ
と
だ
ろ
う
。

33

林
秀
一
「
敦
煌
遺
書
孝
經
鄭
注
復
原
に
關
す
る
研
究
」、
氏
著
『
孝
經
學
論
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）
所
收
、
八
〇
頁
。
ま

た
、
劉
炫
『
孝
經
述
議
』
に
は
『
孝
經
正
義
』
と
似
通
っ
た
議
論
が
あ
る
が
、「
今
所
不
取
」
な
ど
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。『
正
義
』

に
見
え
る
劉
炫
説
の
影
響
に
つ
い
て
、
古
勝
隆
一
『
中
國
中
古
の
學
術
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
下
編
第
三
章
第
三
節
を
參
照
。

（

）
前
掲
陳
鴻
森
氏
論
文
を
參
照
。

34
（

）
陳
壁
生
「
從
「
政
治
」
到
「
倫
理
」
―
―
明
皇
注
經
與
『
孝
經
』
學
的
轉
折
」（『
學
術
月
刊
』
四
五
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
照
。

35
（

）
玄
宗
「
孝
經
序
」
に
は
、「
具
載
則
文
繁
、
略
之
又
義
闕
、
今
存
於
疏
、
用
廣
發
揮
」（『
孝
經
注
疏
』
序-

ａ
）
と
あ
り
、
開
元
始

36

7

注
本
の
元
行
沖
序
に
も
「
凡
諸
發
揮
、
序
所
作
意
」（
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
淸
家
文
庫
藏
本
）
と
あ
る
。

（

）「
或
以
爲
用
乙
配
子
、
或
以
滴
溜
穿
石
。
其
言
不
經
、
今
不
取
也
。」（『
孝
經
注
疏
』

-

ａ
）

37

2
2

（

）『
尚
書
』
益
稷
「
至
于
海
隅
蒼
生
」
に
對
し
て
、
孔
傳
に
は
「
至
于
海
隅
蒼
蒼
然
生
草
木
」
と
あ
り
、
正
義
に
は
「
旁
至
四
海
之
隅
、

38

蒼
蒼
然
生
草
木
之
處
、
皆
是
帝
德
所
及
」
と
あ
る
（『
尚
書
注
疏
』

-
ｂ･

ｂ
）。

5
10

11

（

）「
舊
説
冶
長
解
禽
語
、
故
繫
之
縲
絏
。
以
其
不
經
、
今
不
取
也
。」（『
論
語
注
疏
』

-

ａ
）

39

5
1
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（

）「
云
諒
信
也
陰
默
也
者
、
謂
信
任
冢
宰
、
默
而
不
言
也
。『
禮
記
』
作
諒
闇
、
鄭
玄
以
爲
凶
廬
、
非
孔
義
也
、
今
所
不
取
。」（『
論
語

40

注
疏
』

-

ｂ
）

14
16

（

）
兩
例
が
『
春
秋
正
義
』
と
類
似
す
る
と
言
う
點
は
、
野
間
文
史
「
論
語
正
義
源
流
私
考
」（
氏
著
『
五
經
正
義
研
究
論
攷
―
―
そ
の

41

成
立
と
展
開
』
に
收
錄
、
四
三
一
～
四
四
一
頁
）
で
旣
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
氏
が
提
出
し
た
假
説
は
、
こ
の
部
分
の
『
論

語
正
義
』
は
劉
炫
『
論
語
述
議
』
か
ら
由
來
し
、
し
か
も
「
今
所
不
取
」
は
劉
炫
の
常
用
語
で
あ
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。『
論
語
正

義
』
が
『
論
語
述
議
』
を
參
照
し
た
か
否
か
は
更
な
る
檢
討
を
要
す
る
が
、
第
一
章
の
考
察
に
よ
っ
て
「
今
所
不
取
」
と
は
『
五
經

正
義
』
に
始
ま
る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
劉
炫
の
常
用
語
と
す
る
野
間
氏
の
意
見
に
は
首
肯
し
か
ね
る
。

（

）
引
文
の
前
の
部
分
に
は
「
乘
殷
之
輅
者
、
殷
車
曰
大
輅
、
謂
木
輅
也
。
取
其
儉
素
、
故
使
乘
之
」（『
論
語
注
疏
』

-

ｂ
）
と
あ

42

15
4

る
。

（

）『
論
語
義
疏
』
卷
八
、
懷
德
堂
本
、
六
葉
表
を
參
照
。

43
（

）
邢
昺
『
論
語
正
義
』
と
『
爾
雅
正
義
』
が
『
五
經
正
義
』
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
前
掲
『
五
經
正
義
研
究

44

論
攷
―
―
そ
の
成
立
と
展
開
』
第
三
篇
を
參
照
。
ま
た
、
古
勝
隆
一
氏
は
「
告
朔
之
餼
羊
邢
疏
札
記
」（『
能
仁
學
報
』
一
四
、
二
〇

一
七
年
）
で
、『
論
語
正
義
』
が
踏
襲
し
た
『
五
經
正
義
』
の
解
釋
は
、『
論
語
集
解
』
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（

）『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
七
五
。

45
（

）
呉
曾
『
能
改
齋
漫
錄
』
卷
二
「
註
疏
之
學
」
條
を
參
照
。

46
（

）
陳
澧
『
東
塾
讀
書
記
』
卷
二
一
「
朱
子
論
語
訓
蒙
口
義
序
」
條
を
參
照
。

47


